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 さぽせんの活動･････････････････････････････････････････････････････････････････････  P.2、10 

 茅ヶ崎･市民活動マップおよび市民活動団体インタビューⅢについて ･････････････････････････  P.3 

 特集 市民活動団体インタビュー１（人権の擁護又は平和の推進分野） ････････････････････････  P.4 

 特集 市民活動団体インタビュー２（国際協力、男女共同参画社会の形成分野）･････････････････  P.5 
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 特集 市民活動団体インタビュー４（職業能力の開発又は雇用機会拡充の支援、地域安全分野） ･･･  P.9 

 平成 20 年度実施の市民活動団体と行政との協働事業･････････････････････････････････････  P.11 

 さぽせんのご案内（ソフト編） ･･････････････････････････････････････････････････････････  P.12 

 

 
 

いよいよ茅ヶ崎でも始まる“市民提案型の協働推進事業 

シニアサロンに出演した「ＴＡＫＡ ＴＡＫＡ」の皆さん 

 昨年９月に市民提案型協働推進事業が公募されて、１３の市民活動団体から事業が提案され、提案

団体と行政担当部署とのヒアリング、公開説明会ならびに市民活動推進委員会の審査を経て、５事業

が採択され、３月市議会で承認されると、行政提案型協働推進事業の新規・継続事業を含めた７事業

とともに、平成２０年４月から実施される運びとなります。（実施予定事業は P.１１参照） 
 市民活動団体が、市民のために市民が必要とする暮らしのサービスを行政と役割分担して共に汗

をかく協働のまちづくりの姿は、現在市民参画で進められている当市の“自治基本条例”制定に向け

た姿と重なって、市民自治社会の到来が遠くないことを予感させます。協働推進事業を実施する市

民活動団体に注目し、声援を送りたいと思います。 
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さぽせんの活動（１） 

3月 9日（日）は茅ヶ崎市民活動フォーラム２００８にお越しください 
 

 

 

 

 
 

  （ 来て・見て・知って・手伝って！ ） 

 日 時： ３月９日（日） １０：３０～１５：３０ 
 会 場： 茅ヶ崎市役所 分庁舎６階 コミュニティホール 

 参加費： ５００円（資料代・軽食・飲物代） 

  （小学生以下は無料です） 

 先着 120名 どなたでもご参加いただけます 

 申込み・問合せ先：市民活動サポートセンター 

TEL&FAX : 0467-88-7546   Email : s-center@pluto.plala.or.jp 

 

 
第１部（10:３0～12:３0） ご歓談・お楽しみの時間（12:30～13:30） 第２部（13:30～15:30） 

パネルでこんにちは 市民団体見本市 飲みものを片手にほっと一息 挨拶 茅ヶ崎市長 服部信明氏（予定） 

★市民活動団体のパネル展示と交流  市役所１階の喫茶店Cafe .COMの パネルディスカッション 
楽しいワークショップ＆実演コーナー  おにぎりやサンドイッチと飲みもので 『始まりますよ 市民提案の協働推進事業』 

 ★パソコン活用コーナー（名刺づくりなど）  心とお腹を満たしながら・・・ ★パネリスト（予定） 

 ★似顔絵作成・バルーンアート     NPO法人湘南ふくしﾈｯﾄﾜｰｸｵﾝﾌﾞｽﾞﾏﾝ 

 ★盲導犬ふれあいコーナー など 楽しい演奏会を行います ”湘南を歌おう！”  NPO法人湘南スタイル 
即売コーナー（市民活動団体製作品）  特別出演 『One Diｍe Singers』  NPO法人湘南フードリサイクル 

活動展示会場内スタンプラリー      アートケアひろば 

  ★参加賞品があります！    市民活動推進課 

エメロード・バナー（旗）市民美術館原画展・同時開催   市民活動推進委員会委員 

 茅ヶ崎市、寒川町9校の中学校美術部の作品です   ★ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ NPOサポートちがさき 
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−有償・有給で成り立つＮＰＯをめざして  

 日 時： 3 月 16 日 (日) 14:00～16:30 

 場 所： かながわ県民活動サポートセンター 3 階 301 号室 

 参加費： 500 円（資料代含む） 

 NPO が継続・安定した事業を展開していくために、有償・有給の働き方を模索

している NPO にスポットをあてたフォーラムです。その先駆的で着実な活動か

ら、事業をステップアップさせるヒントを探ります。 

第１部： 事例紹介（第 2部のパネリストによる団体の映像とお話） 

第２部： パネルディスカッション 

・NPO 法人 川崎市民石けんプラント／薄木 かよ子理事長 

・NPO 法人 サイドワークスネキスト／山本 宏理事長 

・NPO 法人 カタリバ／今村 久美理事長 

・NPO 法人 ぐるーぷ藤／鷲尾 公子理事長 

・コーディネーター／為崎 緑氏（中小企業診断士） 

主催 非営利ペイドワーク創出研究会 

お申し込みは､氏名･所属･連絡先を記入のうえ FAX 

もしくはメールで NPO 法人ふじさわ NPO 連絡会：f_npo@jca.apc.org 

  TEL.0466-24-4832   FAX.0466-24-4237 

【お問合せ先】ちがさき市民活動サポートセンター 

s-center＠pluto.plala.or.jp TEL＆FAX 0467-88-7546 

ゲストは「One Dime Singers」 

 

あなたも 

サリー姿で 

写真撮影して 

みませんか？ 

 

盲導犬との 

ふれあい 

体験会開催 

働く場としてのＮＰＯフォーラム 

「ＮＰＯで稼ぐ」

NPO で稼ぐ「NPO の経済的な自立を考える」 
～若手経営者の講演、社会起業 

コンサルタントとの意見交換～ 

 
日 時： 3 月 22 日（土）14: 00～17:00  

定 員： 50 名程度 参加費： 無料 

会 場： ひらつか市民活動センター 

（平塚市八重咲町 3-3・ＪＲ平塚駅南口から徒歩 2分・ 

JA ビルかながわ 2F・TEL/0463-21-7517） 

【お問合せ先】ちがさき市民活動サポートセンター 

s-center＠pluto.plala.or.jp TEL＆FAX 0467-88-7546 

    ◆ゲスト◆ 

今村久美さんＮＰＯ法人カタリバ代表理事 

 2002 年、大学卒業と同時に「高校生が学校の中でセンパイと話
せる場」ＮＰＯカタリバを立ち上げる。 

 ２名から始まったカタリバのポランティアスタッフは現在 3,500 名
常勤職員は５名、学生職員は 18 名で運営している。 

影山知明さんウイルキャピタルマネジメント（株）ヴァイスプレジデント

 ヴァイス･プレジデント事業開発マネジャーとして、総額30億円の
インキュベーション・ファンドを立ち上げ、投資先とリスク／リター

ンを共有した事業開発に従事。 

 「ソーシャル・ベンチャー」のコンセプトにいち早く注目し、その普
及・促進・実践にも取り組んでいる。 
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ちがさき市民活動団体ガイドブック 
2007 年度版

市民活動サポートセンターでお渡ししま

すが、お近くのコミュニティセンター、公

民館などの公共施設にも置いてあります。

茅ヶ崎・市民活動団体マップおよび 
市民活動団体インタビューⅢについて 

 

 今年度のニューズレターは、市民活動団体の皆様と情報の共有化を図るため、当編集メ

ンバーが各団体にお伺いして活動内容などを取材し、各号で「市民活動団体インタビュー」

特集を掲載することになりました。 

 

 昨年の夏、「ちがさき市民活動団体ガイドブック 2006 年度版」に掲載された団体に「活動

内容の取材に関するご協力」をお願いし、6 月末日までに 55 団体から申込みをいただきま

した。 

 

 今回はその中から、人権の擁護又は平和の推進、国際協力、男女共同参画社会の形成、子ども

の健全育成、情報化社会の発展、職業能力の開発又は雇用機会拡充の支援、地域安全などの分

野の 14団体を掲載いたしました。 

お話をお聞かせいただいた団体の方々には、この場を借りてお礼申し上げます。 

 

 併せて、見開きの6、7ページには、上記記載分野に関わるガイドブック掲載団体の活動拠

点を載せました。 

 

 ニューズレター2007年夏号（17号・福祉分野特集号）、秋号（18号・環境、まちづくり、学術・

文化・芸術・スポーツ分野）と併せ、今回の 2008 年冬号（19 号）により、取材団体のすべてが

掲載されたことになります。 

 

 これらの団体の詳細は市民活動サポートセンター発行の「ちがさき市民活動団体ガイド

ブック」をご覧下さい。なお、ホームページ上からも同じ内容がご覧いただけます。 

    http://business2.plala.or.jp/support/ 

 この記事を通して広く市民の方々が、市民活動を身近な存在として感じ、気軽にご参加

いただければ幸いです。また、団体相互の交流や連携が深まることを期待いたします。 

茅ヶ崎・市民活動団体マップの活

動場所に誤記がありました。 

お詫びして訂正いたします。 

2007 年夏号（Vol .17） 

○58神年協茅ヶ崎・寒川ブロック 
連絡協議会 

誤（香川）→正（市民活動サポート

センター） 

2007 年秋号（Vol .18） 

○45湘南ＢＭＸ愛好会 
誤（相模川河畔スポーツ公園 

→正（湘南夢わくわく公園） 
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市民活動団体インタビュー1 （人権擁護又は平和の推進分野） 

■ （社）アムネスティ・インターナショナル日本

  湘南グループ 
 活動の目的・活動内容は・・・・「世界人権宣言」
が全て守られ正し

く実現する世界を

目指し、全世界で

100 万人以上の会

員を持つ、不偏不

党の国際的市民運

動。政治的信念、人

種、性などを理由

に不当に囚われた

人々を即時無条件で釈放するよう要求する活動

をしている。具体的には囚人に対する善処や事実

の調査などを当局に要請するため、「アピールハ

ガキ」や「ＵＡ（緊急行動）シート」に署名して当該

国の大統領や首相に送ること。また毎年映画会

や講演会を開催している。 

 活動の楽しさ・よろこびは・・・・アムネスティの
働きかけが奏功して、囚人が釈放された、との報

道を見聞きしたときはうれしくやり甲斐を感じる。

 協力依頼・・・・皆様方の署名が不当に囚われ
た人々を救います。ご協力をお願いします。 

   電話・FAX 0467-88-4386 
 
 
 
 
 

■ 茅ヶ崎朗読の会 
 活動の目的・活動内容は・・・・実体験にもとづ
いた原作による

朗読劇という、

分かりやすい形

を通して、平和

の尊さ・命の大切

さ・差別や人権に

ついて考えてい

ただけたらと思

い活動している。

朗読にピアノを重ねることで、芸術性及び訴求力

の向上を追求している。幼稚園・小中学校・高校、

公民館などから依頼を受け、「朗読コンサート」を

これまで 80回近く公演してきた。 

 活動の楽しさ・よろこびは・・・・メンバーが気持
ちを一つにして朗読劇を作り上げたとき、またそ

れを聴いて下さった方が、感じた想いを、その人

（子）なりに伝えてくれたとき。 

 要望・・・・次世代を担う青少年が朗読劇を聴
いて、主人公と共に悩み、喜び、考えてもらえる

機会を作ってください。きっと彼・彼女に何かを感

じてもらえると信じます。 

   電話 0467-８７-２７８２ 

 

 
■ 九条の会・ちがさき 

 活動の目的・活動内容は・・・・世界に先駆けて
確定した「戦力を保

持せず、国の交戦

権を否認する」日本

国憲法に大きな危

機が迫っています。

思想・信条・立場の

違いを越えて、憲法

九条を守るという

一点で手をつなぎ、一人ひとりができる、あらゆ

る努力を今すぐ始めるために発足しました。講演

会や映画会の開催、市民まつりへの出店、公民館

等での懇談会、市内でのピースウォークなどを実

施しています。また会報を月 1 回発行しメンバー

が手分けして配布しています。 

 活動の楽しさ・よろこびは・・・・平和な社会にし
たいと私たちと同じ想いを持つ人々が多いこと

を実感できて心強いです。またこの活動をするな

かで、社会情勢などを真剣に学ぶことで視野が

拡がります。 

 賛同者募集・・・・「茅ヶ崎の有権者の過半数に
賛同者になっていただこう」と努力を続けます。

皆さまのご賛同を心からお願いします。 

   FAX 0467-２６-７２９０ 

 

■ ピースカフェ・ちがさき 
 活動の目的・活動内容は・・・・イラクの子ども
たちの惨状を訴

える写真展開催

（2002 年）をきっ

かけに、「いのち

やくらしを大切に

する社会を築く

には何ができる

か、そのために知

識だけでなく行

動しよう」と継続的に平和や環境問題を取り上

げ、また地域の人たちと一緒に学びの場を共有し

ようと毎年、写真展・講演会・朗読会などを開催。

2006 年、文教大のグローバルサークル team One

の学生さんたちとの共催の写真展は好評を得て

その後も続いている。 

 活動の楽しさ・よろこびは・・・・茅ヶ崎には平和
を大切にする地盤がありみんなの関心が高く、私

たちの励みになっている。文教大の学生さんたち

から学ぶことが多く、活動に若々しい風を吹き込

んでもらって今後も大切にしていきたい。 

 苦労していること・・・・イベントを開催する時
の会場確保に苦労している。 

   電話・FAX 0467-８６-７３１９ 
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市民活動団体インタビュー２ （国際協力・男女共同参画社会の形成分野）

■ コープかながわ国際交流グループ茅ヶ崎 
 活動の目的・活動内容は・・・・ユニセフ活動の
推進と国際交流に

関する活動を行っ

ている。毎年、ユニ

セフ・チャリティ・コ

ンサートを企画・実

施し、市民ふれあ

い祭りに参加して、

ユニセフのＰＲ・募

金・グッズ・カードを販売して売上金をユニセフへ

寄付している。また年末にはハンド・イン・ハンド（街

頭募金）を市内６店舗で実施している。今後の新

しい活動として、ユニセフ以外に茅ヶ崎グループ

独自の計画を検討している。 

 活動の楽しさ・よろこびは・・・・世界の動きを意
識して考えるようになり、自分自身の感性のレベ

ルアップが図れる。会員が互いに信頼しあって行

っている活動が社会とさらに国際的にも繋がっ

ているのだという実感、自分自身も共に豊かに

なっていくという充実感が沸く。 

 お誘い・・・・若い方々に限らず各年代のどなた
でも参加をお待ちしています。 

   電話 0467-87-4971 

 

 

■ ムリンディ/ジャパン・ワンラブ・プロジェクト 
 活動の目的・活動内容は・・・・1994年の紛争
で被害を受けたルワ

ンダ共和国に住む

身体障がい者に対

し、彼らが自立でき

るよう義肢製作所を

設けて就労を確保

し、義肢装具士を育

成し、製作した義肢

装具等を無償配布する活動をしている。また民芸

品などを作る職業訓練も行っている。さらに彼ら

が精神的にも自立できるようスポーツの普及に

も力を入れている。 

 活動の楽しさ・よろこびは・・・・義足を提供し
た人が職に就き家族を持って生活していると知っ

た時、また何年か後に一生懸命に歩いている姿

を見た時には本当にうれしい。障がい者を支援す

る団体などが我々の活動を評価して相談に訪れ

るようになったこと。 

 苦労していること・・・・文化の違う人々と一緒
に仕事をしていくこと。 

 要望・・・・寄付も含め活動を支えてくださる方々
を求めています。 

電話 080-6564-4448  FAX0467-86-2092  

  
■ ミクシテ「ちがさき男女平等参画プラン」を推

進する会 
 活動の目的・活動内容は・・・・ミクシテとは、仏
語の Mix（男女共学・

男女混在）とシテ

（都市）をかけたも

の。活動の目的は、

学習と活動を通し

て、「ちがさき男女

平等参画プラン」を

推進し、多様性と人

権を認め合う男女平等のまちづくりを進めるこ

と。メンバーの大半は家庭・仕事・市民活動を並立

している。その現場から起こる身近な暮らしの課

題を、男女平等の視点で分析し、市への政策提言

に結びつける専門的な学習を積み上げている。

また市民を対象に講座の企画や情報誌の発信も

実施。今年度は平成 21 年度上記プラン策定に向

けて、ジェンダー統計データブックの作成に取り

組む。 

 活動の楽しさ・よろこびは・・・・各自がかかえ
る疑問や問いを情報交換することで、メンバーの

持っている知見や学際的なリソースに出会うこ

と。 

 苦労していること・・・・若いメンバーの参画が
少ない。 

   電話・FAX 0467-83-8493 

 

 

プロジェクトの活動が本になりました。 

サポートセンターでご覧いただけます。 
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JR東海道線

茅ヶ崎駅

 

香川駅 

新湘南バイパス

北茅ヶ崎駅

千ノ川 

Ｊ
Ｒ 

相
模
線

 勤労市民会館 
女性センター 

★小出地区コミセン 

青少年会館★

★浜須賀会館 

小和田 

公民館★

茅ヶ崎市役所★ 

★市民文化 

 会館 

★鶴嶺 

 公民館 

★南湖公民館 

香川公民館★ 

★松林公民館 

★海岸地区コミセン 

海岸青少年会館★

★福祉会館 

★鶴嶺東 

 コミセン 

★里山公園 

市民活動★ 

サポート 

センター 

★

総合体育館★

★市立図書館

茅ヶ崎地区 

 コミセン 

26

28

30 29

9

11
12

13

14

8

16

17

18 19

20

21

22 

23
1
3

4
5

6

7

31

33

32 

2

★コミセン 

 湘南 

小和田地区 

コミセン★ 

★相模川河畔 

スポーツ公園 

★赤羽根オアシス

    公園 
25

27 

24

10

15

南湖会館★ 

19

★特定非営利活動促進法に基づいた 17 の活動分野から下記に所属する団体の主な活動場所を表示しました。 

◎地域安全活動団体 ◎国際協力の活動団体 

◎人権擁護又は平和の推進を図る活動団体 ◎男女共同参画社会の形成の促進を図る活動団体 

◎子どもの健全育成を図る活動団体 ◎情報化社会の発展を図る活動団体 

◎職業能力の開発又は雇用機会拡充を支援する活動  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ちがさき市民活動ガイドブック掲載団体） 

 《西部地区》 

 西浜安全安心まちづくり推進協議会（南湖会館） 
 茅ヶ崎ラクビースクール（相模川河畔スポーツ公園） 
 茅ヶ崎ラクビースクール（柳島しおさい公園） 33 

31 

32 

《市内全域》 

茅ケ崎わんわんパトロール隊 

《特非》ちがさき学童保育の会 

ＦＨＣＹアジア障害者パートナーズ茅ヶ崎 

茅ヶ崎平和の白いリボンの会 

九条の会・ちがさき 

茅ヶ崎市明るい選挙推進協議会 

原水爆禁止茅ヶ崎市協議会 

《特非》環境勘察グループ あおい。 くじら 

茅ヶ崎市の偏った「平和事業」を監視し、正常化を求める会 

ムリンディ/ジャパン・ワンラブ・プロジェクト 

《市外》 

世界食料デー寒川大会実行委員会（寒川） 
《特非》地球の木 湘南ブランチ（横浜） 

 《茅ヶ崎駅北口周辺》 

 YOMU・WA KIKUWA（ネスパ） 

 新日本婦人の会茅ヶ崎支部（新栄町） 

 茅ヶ崎子育てサークル連絡会事務局（女性センター） 

 ミクシテ「ちがさき男女平等参画プラン」を推進する会 

                       （   ″   ） 

 女のホットライン・湘南（   ″   ） 

 湘南こ・そだち Com(   ″   ) 

 ちがさき市民まちかど会議(   ″   ) 

 防災について学ぶ会(   ″   ) 

 全日本年金者組合茅ヶ崎・寒川支部（老人福祉センター） 

 ＦＯＲ ＫＩＤＳ 懇話会（勤労市民会館） 

 《特非》e-Drive（ロコスポーツ） 

4 

6 

5 

1 

2 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

 《茅ヶ崎駅北部》 

 《特非》湘南ふくしネットワークオンブズマン 

           （茅ヶ崎地区コミセン） 

 コープかながわ国際交流グループ茅ヶ崎(元町) 

 平和を考える茅ヶ崎市民の会実行委員会（市役所） 

 茅ヶ崎市子ども会連絡協議会（  ″ ） 

 えぼしクラブ（中央公園） 

 茅ヶ崎市国際交流協会（市民活動サポートセンター） 

 ピースカフェ・ちがさき（   ″   ） 

 人形劇「トムポ」（   ″   ） 

 湘南オンライン・フレネ（   ″   ） 

 湘南子どもフォーラム懇談会（   ″   ） 

 30 人学級を実現させる茅ヶ崎の会（   ″   ） 

 《特非》パソコンボランティア湘南（   ″   ） 

 ニューライフレッドウィングス少年野球部（梅田小） 

 《特非》WE21 ジャパンちがさき（十間坂） 

 （社）ガールスカウト日本連盟神奈川県第 46 団 

（青少年会館） 

 茅ヶ崎朗読の会（青少年会館） 

 円蔵睦会（円蔵自治会館） 

14 

19 

20 

18 

13 

15 

15 

16 

17 

17 

17 

20 

21 

17 

17 

17 

17 

《北・東部地区》 

 フリースペース ポレポレ・ちがさき（浜竹） 

 松浪スポーツ少年団（松浪小） 

 松浪人形劇サークル（小和田公民館） 

 子育て支援ボランティアグループ きらきらぼし 

         （鶴が台小学校） 

 松林パソコンサークル（松林公民館） 

 茅ヶ崎ラクビースクール（赤羽青少年広場） 
 茅ヶ崎に冒険あそび場をつくろう会（市民の森） 

 ぐー・ちょき・ぱー（小出コミセン） 

 文教大学グローバルサークル teamOne（文教大学） 

 文教大学ボランティアズ（文教大学） 

 《駅南・市内南部》 

 （社）ｱﾑﾈｽﾃｨ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ日本湘南グループ（市立図書館）

 茅ヶ崎市図書館おはなし会（   ″   ） 

 茅ヶ崎バトン協議会（茅ヶ崎小） 

 《特非》WE21 ジャパンちがさき（共恵） 

 茅ヶ崎おやこ劇場（幸町） 

 茅ヶ崎に冒険あそび場をつくろう会（茅ヶ崎公園） 

 親子リズムペンギン キッズ（海岸青少年会館） 

 (社)ガールスカウト日本連盟神奈川県第 16 団（  ″  ） 

 茅ヶ崎に冒険あそび場をつくろう会（  ″  ） 

 ひよこの会（  ″  ） 
 

8 

7 

7 

10 

11 

12 

9 

12 

12 

12 

※《特非》は特定非営利活動法人の略称。 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

30 

29 

30 
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市民活動団体インタビュー3 （子どもの健全育成・情報化社会の発展分野）

■ フリースペース ポレポレ・ちがさき 
 活動の目的・活動・・・・ポレポレとはスワヒリ語
で「ゆっくりゆっ

たり」という意味。

子どものこと・女

性問題・性のこと

などさまざまな

悩みを持つ人々

の話に、専門家が

心から耳を傾け、

その解決策を一緒にゆったりとした気持ちで見

出そうと努めている。また相談者の依頼により、

病院や裁判所や警察などへの同行も行ってい

る。 

 活動の楽しさ・よろこびは・・・・不登校問題解
決の試みとして、陶芸ワークショップ交流会を開

いている。複数の親子が一緒になって作品を作り

出す過程で、親同士が互いに打ち解けて元気に

なり、その姿を見た子どもたちもまた元気にな

り、自信を取り戻した事例が相次ぎ、やり甲斐を

感じる。また当事者のためになる相談にのること

で、自分自身も成長できる。 

 苦労していること・・・・資金的に厳しい。 
   電話・FAX 0467-57-0333 

 
 
■ ニューライフレッドウィングス少年野球部 

 活動の目的・活動・・・・野球を通して青少年の
健全な精神と身

体を創り、また団

体生活体験によ

り社会性を身に

付けさせること

を目指して活動

している。技の向

上はもとより、相手の話をしっかり聞き、自分の思

い・考えを相手に上手に伝えること。やさしい思

いやりの精神などが自然と身につくよう、時には

厳しく指導している。季節ごとに行事を行い家族

同志の交流も図っている。 

 活動の楽しさ・よろこびは・・・・普段練習時に
はスポーツに不向きだなと見ていた子が、いざ

試合になると一生懸命努力して、予想していない

ほど活躍した時には、親以上にうれしく涙が出

る。そしてその子を精一杯ほめている。これがそ

の子の自信に繋がると思う。 

 苦労していること・・・・自分の子ども本位に指
導を要請される親への対応に苦労することもあ

る。 

   電話・FAX 0467-82-9364 

 
■ 茅ヶ崎に冒険あそび場をつくろう会 

 活動の目的・活動・・・・茅ヶ崎に「自分の責任で
自由に遊ぶ」を

モットーとした冒

険あそび場が出

来ることを目指

して活動してい

る。自然豊かな

「 市 民 の 森

（堤）」の中で自

然素材（木山草水火）を取り入れた冒険遊び体験

を通じて、子ども達の心身の健全な育成を目指し

ている。危ないから「やってはダメ」と規制するの

ではなく、「子ども達が“やってみたい”と思った

ことを自由に展開できる場所」を提供し、自然の

中で思いきり、のびのびと遊ばせている。（※昨

年度より市との協働事業として実施しています） 

 活動の楽しさ・よろこびは・・・・子ども達が生き
生きとしている姿、笑顔を見てやりがいを感じ

る。またお父さん方も喜んで手伝ってくれること。

 お誘い・・・・行事の企画を手伝っていただける
方、木工・竹細工などの得意な方の参加をお待ち

しています。 

   電話・FAX 0467-54-8472 

 
■ 《特非》パソコンボランティア湘南 

 活動の目的・活動・・・・定年後キャリアを生かし
て社会に貢献した

いという会員相互

の協力により、①

市分庁舎１階「市民

パソコン体験コー

ナー」での初心者

指導、②市主催の

「高齢者・障がい者

向け IT 講習会」への講師派遣、③各公民館での

パソコン講習会やパソコンサークルへの講師派

遣、④高齢者・障がい者を対象とした「パソコン訪

問支援」などの活動を行っている。 

 活動の楽しさ・よろこびは・・・・自分の知識・経
験を少しでも地域のために生かせること。日進月

歩するパソコンの機能を勉強して自分も進歩で

きること。会員同士の交流もまた楽しい。 

 会員募集・・・・一緒に活動してくださるメンバ
ーを募集しています。教えるのは苦手だという方

も、あまり時間がとれないという方でも、自分の

出来る範囲で結構です。 

   電話・FAX 0466-88-1335 

 
 



 

9 

市民活動団体インタビュー４ （職業能力の開発又は雇用機会拡充の支援、地域安全分野）

■ みずきの会 
 活動の目的・活動内容は・・・サポートセンター
入口の花壇を季節

の花々で飾って、さ

ぽせんのイメージ

を 高 め 、 多 く の

人々に楽しんでい

ただけたらとの思

いで、５年前の開設

時から２名で花壇

の維持・管理を行っている。名前の由来は花壇に

植えられているハナミズキから。花壇のラベンダ

ーを摘み、ラベンダースティックを作るイベントを

過去 2回実施し参加者に楽しんでもらった。 

 活動の楽しさ・よろこびは・・・・花壇に植える
花々の種類や配置などすべて我々に任せてもら

っているので、より良いガーデンを目指して創意

工夫できるので楽しい。子どもたちが楽しそうに

花壇内の「あるきたい道」を歩き回ったり、ベンチ

に座ったりして遊んでいる姿を見てうれしい。 

 お願い・・・・道を通る人々には花壇内にゴミ（特
にタバコの吸殻）を捨てないようにお願いしま

す。   電話 0467-8２-１８９８ 

 
■ 湘南子どもフォーラム懇談会 

 活動の目的・活動内容は・・・・企業就労に馴染
まない軽度発

達障がいや、う

つ病の若者や

その比率が高

い引きこもり青

年の、社会的自

立を目指した

地域就労活動

に取り組んでい

る。軽度発達障

がい者は同世代の約６％もいるが、不器用に生き

ざるを得ない障がい特性が社会に理解されない

のが現状。社会の理解と生計を両立させる、公的

性格の強い息の長い仕事を地域に作ろうとして

いる。彼らの老後を見通す地域生活圏に根ざす

仕事をつくるために、人手不足の中小企業経営

者の協力を得ようと奔走している。 

 活動の楽しさ・よろこびは・・・・関わってきた人
が結婚し、子どもと一緒に元気に街を歩いている

姿を見た時には、自分のことのようにうれしい。 

 苦労していること・・・・就労支援に志を持った
協力者を探すこと。 

   電話 0467-8２-５０４８ 

 
■ 茅ヶ崎わんわんパトロール隊 

 活動の目的・活動内容は・・・・近年、児童の連
れ去り事件や、

不審者の出没な

どの増加で地域

の安全が脅かさ

れています。安

全で住みやすい

街づくりをめざ

し、愛犬のお散

歩の際、「わんわ

んパトロール」の

腕章を付け、地域の防犯活動をサポートしていま

す。全国的にも拡がりをみせている「わんわんパ

トロール隊」を茅ヶ崎にもぜひ誕生させたいとい

う思いから、この会を立ち上げました。 

 苦労していることは・・・・会費無料で、腕章代
もチラシ代も捻出できないのが悩み。もっと活動

を拡げてくれる協力者が欲しい。 

 入会のお誘い・・・・犬の散歩は 1 日 1～2 回行
われます。その際腕章を着用することにより、犯

罪に対する抑止効果が期待できます。茅ヶ崎市内

にお住まいだけが条件ですのでぜひご入会を。 

 電話 0467-88-7704 FAX 0467-88-7702  
 

 

地域就労支援の講演会を開催します。 

(財)光之村助成事業 

「生涯を見通した就労を支えるために～障害者の地域就労

（生活圏の就労）を考える～」 

この講演会では、養護高等部卒業後の青年の就労支援を、

地域に就労困難な青年の工夫と練習のためのプレ就労の

場作りを、就労困難な青年の地域デビューを、みんなで考

えたいと思います。 

松為信雄さん（県立保健福祉大学教授／日本職業リハビリ

テーション学会会長）を講師にお迎えしております。 

 

●日 時： 2008 年 3月 1 日（土） 
13：30～16：00 予定（開場 13 時） 

●場 所： 茅ヶ崎市役所分庁舎 ５階 A.B 会議室 
●費 用： 無料 
●主 催： NPO サポートちがさき「就労困難若年者地域就

労支援 PJ」 

●参加申込先：茅ヶ崎市民活動サポートセンター気付  
                             レターケース No61 

NPO サポートちがさき「就労困難若年者地域就

労支援 PJ」 TEL 080-5497-9229 
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■ 取材して感じたこと          嶌田壽雄 
市民活動団体の皆さまと情報の共有を図るため「市

民活動団体インタビュー」特集を企画し協力をお願

いしたところ、55 団体がご多忙にも拘らず取材に応

じていただきありがとうございました。お話をお聞き

しながら、茅ヶ崎には地域の発展や他人の幸せを願

って真剣に取り組んでおられる心優しい人たちが本

当にたくさんおられるのだな、とうれしさに心が弾み

毎回取材するのが楽しみでした。活動団体の皆さま

はそれぞれの分野で実質的には行政との協働活動

を行っておられます。地域コミュニティ崩壊が問題と

なっている現在、茅ヶ崎が暮らしやすい町であるの

は、皆さまの活動のお陰だなと感謝の気持ちでいっ

ぱいです。すべての団体に共通する点は、活動に楽し

さ・喜び・生きがいを感じておられるためか、お話をさ

れている方々の目は輝いていたのが印象的でした。

また最大の課題は後継者難で団塊の世代の方々へ

の大きな期待が感じられました。 

 

 

 

 

 

 

■ ふれあいの輪がひろがる シニアサロン（１月２０日） 

団塊の世代などのシニア層に地域の市民活動を勧め

る講習会「シニアサロン」は３１人が参加。最初にミニ講

演『職場とは違う地域デビューのこつ・楽しみ方』。講師

は益永律子（ＮＰＯサポートちがさき事務局長）。それを

受けて、懇談の中では「敷居が高そう」「東京に勤めて

茅ヶ崎のことは全然知らなかった」といった参加者の

声に、「趣味だったり好きなことを対象にしたり、気軽

に考えてみては」と話した。参加者は、「何か活動した

い人が多く、共感できる活動の紹介もあった」、「どん

なことでもボランティアに参加したい」、「今年中に行

動を」、など前向きな感想が多かった。今回はゲストと

して「ＴＡＫＡ ＴＡＫＡ」のグループが｢旅人よ｣など湘南

の楽しいサウンドを演奏。思わず全員の合唱となった。

「こんなに良い会合があることを知って良かった」、

「サポートセンターの活動を知って心強く思った」とい

ったご意見も聞くことができた。 

 

 

 

 

 

■ 友はそばにいる            香山 隆 
ギンギンのボランティア団体に所属する私は、今回さま

ざまな分野で活躍する市民活動団体のインタビューを

通じ、自分自身の市民活動に対する見方が猛スピード

で変わってくるのに驚いた。ある方のお話を聞くと、サ

ラリーマン時代は猛烈商社マンとして昼夜接待に明け

暮れ、おかげですっかり体を壊してしまったので、引退

してからは健康維持のためスポーツに熱中するように

なったと語る。在職中のノウハウを、地元に戻っても活

用したいという話は聞くが、この方はただただ一本槍

にスポーツを通じて会員を引っ張っていくのはとても

大変。バスでの温泉旅行や宴会などを開くなどして、

皆が満足するさまざまな企画を考えないと会の運営

はうまくいきませんと明るく話すのだった。つまり、サ

ラリーマン時代に会得した商売のコツを会の運営に生

かしたということでしょうか。うちの会の定着率はバツ

グンですと自信を持って話す姿に拍手・拍手です。市

民活動団体の方々にお会いできる楽しみは人生の達

人に会えることでもあります。どうです。地域に一歩踏

み出してみませんか。 

 

 

 

■ 市民活動カフェ８（１月 27 日） 

年の初めの市民活動カフェは参加いただいた 66 名の

皆様となごやかな懇親会となった。服部市長から市民

活動への期待が述べられたあと、リレートークにより各

団体の年頭の抱負などを発表。ちょっとおなかを満た

した後の発表で、団体さんによっては気持ちが入り過

ぎてトークの時間が足りず、一部の方には忙しいトーク

となった。 後半にはパフォーマンスとして小野強さん

のコカリナの美しい音色と軽妙なトークを楽しみなが

ら今年の活動を誓ったのでした。この市民活動カフェ

も今回で８回目となり、団体交流の場として、すっかり

定着したと実感しています。違った活動分野の方たち

が悩みや想いを語り合うことによって、視点を変えた

連携の芽ができることを願っています。 

 

―今回は下記の団体から協賛いただきました。― 
 

元気創造プロジェクトよりビバー茶とワイン 「凡樹瑠」のコーヒー 

「ブルーベリー」よりクッキー 水澤酒店より茅ヶ崎発の焼酎 

《特非》湘南スタイルより人参焼酎 湘南谷戸の会より黒米団子 

 

 

さぽせんの活動報告（シニアサロン・市民活動カフェ） 

市民活動団体インタビューを終えて（編集メンバーより） 
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平成２０年度実施の市民活動団体と行政との協働推進事業 

*** 行政提案型 協働推進事業 *** 
■ 防災講座（提案:防災対策課） 
 事業パートナー： 防災について学ぶ会 

事業の概要（概算事業費 ２２０千円） 

家庭での日頃の防災意識と具体的な対策や、市が取り組

む防災行政の内容についてクラス別講座を開催する。 

Ａクラス（防災リーダー向け）年間２回、Ｂクラス（自治会向

け）年間８回、Ｃクラス（一般市民向け）年間１０回 

 

■ 子育て教室（提案：健康づくり課） 
 事業パートナー： アートケアひろば 

事業の概要（概算事業費 １,１５０千円） 

若い世代の保護者の子育てに関する悩みの軽減を図り自信

が持てる育児への取り組みを支援するため、２歳児子育て教

室を毎月2回、年間24回開催。標準プログラムは親子遊びの

実技（40 分）、子育ての講座と相談（50 分）毎回父親の参加募

集に加え、年間2回父親教室を開催する。 

 

■ 高齢者の生きがいづくり（童謡唱歌教室） 
 （提案： 高齢福祉介護課） 

事業パートナー：「山田耕筰」と「赤とんぼ」を愛する会 
事業の概要（概算事業費 ２００千円） 
高齢者が気軽に参加できる歌の教室（年間８回実施）を

通じ、仲間づくりや新たな交流の場を提供し、楽しく歌う

ことによって心肺機能の向上が期待できる音楽療法も取

り入れる。 
 

■ 市民向け療育研修会（提案：子育て支援課） 
 事業パートナー： 茅ヶ崎地区自閉症児･者親の会 

事業の概要（概算事業費 ２７８千円） 

多くの市民が発達障がいの特性を正しく理解し、発達障がい

者と共生し支え合う地域社会を目指すため、発達障がいにつ

いての啓発を目的とした講演会を年間２回開催する。 

 

■ ｱｰﾄﾍﾟｲﾝﾄによる落書きの抑制（提案：道路管理課） 
 事業パートナー： 茅ヶ崎の未来を考える会 

事業の概要（概算事業費 １，３９２千円） 

 「ツインウェイブ北口壁面」を実施場所として、落書きの

抑制と茅ケ崎市のイメージアップのため、新たな景観の

創造等を目的としたアートペイントを施工する。 

 

■ 防犯ネットワークづくり【継続】（提案：安全対策課） 
 事業パートナー： 香川防犯ボランティア隊 

事業の概要（概算事業費 ５０千円） 

市内で自主的に防犯パトロール活動をしている団体のネ

ットワークを構築し、安全・安心まちづくりを推進する。 

 

■ 冒険あそび場事業【継続】（提案：青少年課） 
 事業パートナー： 茅ヶ崎に冒険あそび場をつくろう会 

事業の概要（概算事業費 ６６０千円） 

青少年の育成と子どもの多様な居場所作りを目的とした

魅力的なあそび場を創設し運営する。 

 

 
*** 市民提案型 協働推進事業 *** 

● 英字新聞チガサキブリーズ（茅ヶ崎のそよ風）の発行

（提案：茅ヶ崎市国際交流協会） 

 事業パートナー： 広報広聴課、文化推進課 

事業の概要（概算事業費 ７８０千円） 

外国籍市民等に対するコミュニケーションツールとして、

英字新聞チガサキブリーズを発行し、行政・生活・歴史・文

化・イベント等の情報を定期的に提供し、居住地への理解、

生活支援と利便性の向上ならびに交流促進を目指す。 

 

● 茅ヶ崎市民のための市民による成年後見支援センタ

ーの開設（提案：《特非》湘南ふくしﾈｯﾄﾜｰｸｵﾝﾌﾞｽﾞﾏﾝ） 

 事業パートナー： 高齢福祉介護課、障害福祉課 

事業の概要（概算事業費 ３,４７８千円）  

市民による成年後見支援センターを開設し、相談支援事

業、啓発・研修事業を行う。また関係団体等とのネットワー

クにより支援を行う。 

成年後見支援センター内相談･支援事業（電話･面接･訪問） 

地域包括支援センター内窓口相談･支援事業 

啓発･研修事業（出前講座・成年後見制度研修会・講師派

遣）および広報活動 

 

● 茅ヶ崎市農業ポータルサイト事業 

 （提案：《特非》湘南スタイル） 

事業パートナー： 農政課、産業振興課、広報広聴課 

事業の概要（概算事業費 ２,５１６千円） 

農業情報のポータルサイトを立ち上げ、市域の農業情報

に湘南スタイル収集保有の情報を加えて見やすく、利用

しやすい市民生活に有益な情報を提供して行く。 

サイト情報は、市民向けと農家向けに分けて編集し、農業

の振興と地場農産品の地産地消の推進を通して、湘南茅

ヶ崎ブランドの創出によるまち起しを目指す。 

 

● 市内小学校の食品廃棄物再生での食資源循環の構築 

 （提案：《特非》湘南フードリサイクル） 

事業パートナー：農政課、ごみ対策課、環境政策課、学務課 
事業の概要（概算事業費 ２,２５６千円） 
市民活動げんき基金の交付で培った生ごみ堆肥化事業

の生産力アップを図り、学校給食残渣廃棄物の再利用に

よる有機栽培農産品の給食食材利用の循環サイクルの

構築を目指す。 
 

● 茅ヶ崎の歴史的文化的資源等の保存と活用の仕組み

の構築（提案：茅ヶ崎の文化景観を育む会） 

 事業パートナー： 景観まちづくり課 

事業の概要（概算事業費 ９００千円） 

茅ヶ崎市内に存在する歴史的な建物の価値を現地調査

で明らかにして市民が共有し、歴史的、文化的遺産として

その保存と活用のあり方をシンポジウム等で研究する。 

 湘南邸宅文化ネットワーク協議会による広域活動と連動

して推進する。 

 

※概算事業費は、事業実施時に変更されることがあります。 
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さぽせんのご案内（ソフト編） 
 

ちらしやポスター、パンフレットなどは、市民活動に関心がある人や団体を支援する人に、理解や協力を得やすく

する効果があります。毎月 100 点以上の情報をお預かりし、こんな形で発信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

窓口で受付けます 

イベント・活動ちらし 

１～7のツールで発信！ 

館内に掲示する期間は 

3 ヶ月です。 

更新もできます。 

■今月のイベントニュース 

1

■17 の分野に分けて展示 

1

3 

2
4■近日中のイベント 

3 

■今週の記事のコーナー 

神奈川新聞やタウン紙に掲

載された活動を紹介！ 

  活動メモリーファイル 

お預かりしたちらしは、 

団体ごとの「市民活動メモ

リーファイル」を作って保

管しています。 

ぜひ活用してください。 

図書コーナー 

ボランティアや NPO 関連
の本 200 冊をご覧いただ
けます。貸し出しを希望
される方は窓口にご相談
ください。 

 

★サポートセンターのホームページ★ 

「イベントのお知らせ」 

市民団体イベント一覧として 

毎月25日頃に掲載。 

「掲示板（コミュニティ広場）」 
いつでも、どこでも、書き込めます。 
すぐに、活動ＰＲができて便利です。 

「ＮＰＯボランティアネットワーク神奈川」 

「お役立ち情報」にも送っています。このページでは、 

神奈川県内のイベントを見ることができます。 

偶数月に発行しています。
イベントやボランティア 

募集などを掲載。 

＋α

 

情報ひろば 
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